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春
風
に　

洗
濯
袖
が　

手
を
つ
な
ぐ

ポ
ケ
ッ
ト
に　

春
風
入
れ
て　

万
歩
計

我
が
夫
婦　

昼
寝
し
過
ぎ
て　

夜
行
化
し

湖
西
路
に　

あ
い
ば
野
む
か
う　

装
甲
車

並
木
道
を　

バ
イ
ク
疾
走　

風
光
る

人
生
を　

又
楽
し
め
る　

こ
の
一
句

晴
天
に　

白
の
眩
し
い　

花
水
木

草
餅
を　

一
つ
摘
み
て　

俳
談
議

ヤ
マ
ザ
ク
ラ　

散
り
初
め
た
の
か　

花
び
ら
が

春
雨
と　

散
り
ゆ
く
桜　

踏
し
め
て　

表
決
に　

退
席
す
る
の
は　

無
責
任

キ
ラ
キ
ラ
と　

瀬せ
お
と音
に
踊
る　

若
鮎
の

カ
ネ
は
無
し　

立
派
な
庁
舎　

い
り
ま
せ
ん

青
空
に　

威い
ふ
う
ど
う
ど
う

風
堂
堂　

姫
路
城

花
菖
蒲　

紫
群
れ
て　

咲
き
ほ
こ
る

春
日
差ざ

し　

小
鮎
銀
り
ん　

輝
か
し

三
球
目　

直
球
勝
負
で　

泥
沼
へ

近
江
よ
り　

滋
賀
の
呼
び
名
が　

我
は
好
き
♥

藤ふ
じ
ば
な花
の　

色
濃
く
な
り
ぬ　

朝
日
受
け

ボ
ケ
ぼ
う
し　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

友
が
増
え

夜よ
ご
と毎
鳴
く　

乙
女
ヶ
池
や　

丑う
し
か
わ
ず蛙

玄
関
に　

つ
ば
め
巣
づ
く
り　

す
ご
～
い
技わ

ざ

鉢
植
え
の　

藤
多
数
咲
き　

見
事
な
り

春
近
し　

芽
を
出
し
か
け
た　

蕗ふ
き

の
薹と

う

老
い
の
会　

咲
か
す
桜
を　

楽
し
め
り

こ
れ
、あ
か
ん　

あ
れ
も
、あ
か
ん
、世　

悲
し
い
な
ー

歯
科
医
さ
ん　

食
べ
る
楽
し
み　

有
り
難
う

朝
日
う
け　

若
芽
も
あ
ざ
や
か　

栗
林
し

夏
の
夜　

山
の
夜
風
の　

な
ご
り
夏

葦よ
し
き
り切
や　

湖
畔
の
宿
へ　

鳴
き
に
来
る

近
年
は　

屋
根
よ
り
低
い　

こ
い
の
ぼ
り

散
歩
し
て　

い
つ
も
と
違
う　

空
気
吸
う

お
ま
つ
り
の　

こ
ど
も
み
こ
し
の　

い
し
よ
が
い

風
邪
に
寝
て　

母
に
甘
え
し　

頃
思
う

若
葉
映
え　

子
供
み
こ
し
や　

は
ず
む
声

五さ
つ
き月
晴　

若
葉
せ
ん
た
く
物　

話
し
て
る

新
緑
が　

野
山
染
め
ゆ
く　

自
然
の
美

山
す
そ
の　

川か
わ
も面
に
ほ
た
る　

乱
れ
と
ぶ

春
祭
り　

ほ
ろ
酔
い
足
元　

右
夫

桜
咲
き　

思
わ
ぬ
雪
で　

ホ
ッ
ト
飲
む

五
月
と
は　

思
え
ぬ
暑
さ
に　

春
忘
れ

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

北
原　
　
宏
（
今
・
今
津
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

大
塚　
秀
男
（
安
・
川
島
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

平
山　
辰
也
（
マ
・
新
保
）

大
神　
敏
昭
（
マ
・
白
谷
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

上
田　
え
み
（
マ
・
浦
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

堤
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

山
本　
節
子
（
今
・
南
新
保
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

宝
く
じ　

当
た
る
と
い
い
ナ
ァ　

夢
の
夢

暑
中
ハ
ガ
キ　

友
と
交
換
し　

安
否
知
る

西に
し
う
ち内
に　

鐘
の
音
涼
し　

夏
の
夕

我
と
蝉　

そ
の
日
暮ぐ

ら

し
の　

木
陰
か
な

初
孫
の　

寝
顔
愛
し
き　

腕
の
中

春
と
ば
し　

冬
か
ら
夏
に　

早
が
わ
り

富
士
登
山　

人
・
人
・
人
で　

人
酔
い
す

新
緑
の　

道み
ち 

老
犬
と　

散
歩
す
る

梅
雨
空
に　

昭
和
歌
謡　

涙
せ
り

ハ
ク
ビ
シ
ン　

人
の
心
を　

ふ
み
に
じ
て

今
に
し
て　

す
っ
き
り
し
な
い　

庁
舎
位
置

薫く
ん
ぷ
う風
の　

水
郷
巡
り
や　

鯉
跳
ね
て

タ
ラ
ノ
芽
と　

夫
は
い
そ
ぐ　

野
山
か
な

腹
減
っ
た　

大
盛
り
に
く
れ
と　

農
繁
期

趣
味
を
持
つ　

亡
き
義は

は母
教
え　

あ
り
が
た
き

忍
び
こ
み　

血
こ
こ
ろ

奪
お
う　

文ふ
づ
き月
の
蚊

苗な
わ
し
ろ代
に　

月
の
宿
る
や　

ま
ん
丸
に

初
夏
の
風　

田
畑
に
響
く　

蛙
の
声

玉
ね
ぎ
を　

教
わ
り
し
ま
ま　

楽
レ
シ
ピ

朝
ぼ
ら
け　

湖
面
に
伸
び
る　

光
の
道

雪
山
が　

緑
の
山
に　

衣こ
ろ
も
が
え替

い
い
陽
気　

鼻
歌
聞
こ
え
る　

台
所

葉
は
眠
り　

花
は
眠
ら
ず　

ね
む
の
花

初
夏
の
湖う

み　

島
参
り
し
て　

あ
り
が
た
や

四よ

も方
の
峰　

若
緑
の
中　

藤
の
花

一
・
二
輪　

咲
く
庭
見
つ
け　

蝶
の
く
る

田
植
え
機
の　

音
に
負
け
じ
と　

蛙
鳴
く

夕
涼
み　

湯
上
り
浴
衣
に　

風
通
る

太
陽
光　

緑
を
侵
す　

パ
ネ
ル
波

一
人
居
の　

雨
戸
を
叩
く　

夜
の
月

花
畑　

手
を
ぬ
い
た
末　

草
畑

木
の
芽
は
り　

体
の
病
気
も　

芽
を
吹
い
て

立た
ち
あ
お
い葵　

ふ
る
さ
と
の
村　

想
う
花

春は
る
か
す
み霞　

乱
し
山さ

ん
ろ
く麓　

明
け
の
六
つ

カ
ッ
コ
ウ
の　

声
に
引
か
れ
て　

迷
い
路み

ち

春
遠
足　

鹿
と
大
仏　

奈
良
の
都

愛
犬
と　

散
歩
す
る
よ
り　

食
っ
ち
ゃ
寝

京
行
き
や　

○
○
○
お
前
も　

連
れ
っ
た
る

80
路じ　

声
は
聞
い
て
も　

気
は
若
し

陽は

る春
の
加
賀　

世
界
に
示し

す
る　

古こ

と
智
と
技ぎ

波
静
か　

浮
き
つ
潜
り
つ　

鸊か
い
つ
ぶ
り鷉

伊
丹　
良
子
（
新
・
新
庄
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

保
井　
泰
子
（
安
・
上
古
賀
）

橋
本　
重
生
（
今
・
今
津
）

北
川　
し
げ
（
安
・
西
万
木
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

枝　
　
常
信
（
安
・
川
島
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

船
野　
秀
二
（
今
・
松
陽
台
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
）

高
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

白
井
つ
由
子
（
高
・
宮
野
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西
山　
偲
蓮
（
マ
・
高
木
浜
）

西
山　
　
凛
（
マ
・
高
木
浜
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

枝　
き
ぬ
枝
（
安
・
常
磐
木
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

すてきな作品をお待ちしています！
みんなで

みんなでつくるみんなのページ
地域包括支援課
（地域包括支援センター） （25）8150

なお、Eメールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

▼次回締切　

７月 27日　　（掲載は９月号）

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

（月）
必着

在
宅
医
療
・
介
護
出
前
講
座

～
医
師
と
在
宅
医
療
を
考
え
よ
う
～

　
「
終
末
期
を
迎
え
て
も
身
近
な
人

に
囲
ま
れ
て
最
期
が
迎
え
た
い
・
・

で
も
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
そ
ん

な
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
医
師
を
中
心
と
し
た
在
宅
医
療

に
関
わ
る
職
種
の
方
が
地
域
に
お
伺

い
し
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し

ま
す
!!

　
今
回
、
在
宅
で
の
療
養
生
活
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
、「
在
宅
医
療
地
域
資
源
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
内
の
在
宅
医
療

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
相
談
窓
口
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●
内
容

　
①
在
宅
医
療
資
源
の
地
図

　
②
訪
問
診
療
・
在
宅
支
援
診
療
所

　
③
歯
科
診
療

　
④
在
宅
医
療
に
取
り
組
む
薬
局

　
⑤
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
⑥
市
内
医
療
機
関
な
ど
の
一
覧

　
⑦
相
談
窓
口
一
覧　
な
ど

「
在
宅
医
療
地
域
資
源
マ
ッ
プ
」
や

「
出
前
講
座
」
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
地
域
包
括
支
援
課
ま
で
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　「高島あしたの体操」に毎週取り組んでいる地域が増えて
います。その一つが安曇川町藤江区です。毎週火曜日にラジ
オ体操第１、第２をした後、「高島あしたの体操」を継続さ
れています。体操の後は、わいわいとコーヒーを飲みながら、
昔の話や近況を話すことも楽しみの一つのようです。

リーダーに
インタビュー

　継続のためにしている工夫としては、会
場の開け閉め等リーダーが行けない時は交
代しながら行っています。（リーダーがい
るから続くと思うとの意見もあります。）

　必ず行きたいという人がいるので、毎週
開催しています。

●…活動日　週１回　火曜日
●…会　場　藤江老人憩の家 
●…参加者　平均 13 人～ 15 人

[ 藤江区 ] の取り組み

『
在
宅
医
療
地
域
資
源
マ
ッ
プ
』
を

作
成
し
ま
し
た

・（身体に）効いている感じがする。
・家に帰ってから、体が楽。
・体操から帰ってから仕事ができ

るぐらい体が動く。

参
加
者
の
声

　
高
島
市
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
そ
れ
に
伴

い
、
医
療
や
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
増

加
し
、
在
宅
医
療
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
在
宅
医
療
を
行
う
に
は
、
医
療
・
看
護
・

介
護
な
ど
の
多
職
種
が
連
携
し
、
そ
の
方
の

思
い
を
共
有
し
な
が
ら
支
援
す
る
こ
と
や
、

家
族
や
周
り
の
方
の
理
解
や
温
か
い
支
援
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
入
手
場
所

　
　
地
域
包
括
支
援
課
窓
口

　
　
（
市
役
所
本
庁
内
）

申し込み・お問い合わせ
　７月９日（木）までに、地域包
括支援課（地域包括支援センター）
にお申し込みください。

　高齢者を介護されている家族の
方、過去に介護経験のある方、介
護に関心のある方、皆さんで情報
交換をしたり、介護の知識や技術
について学んでみませんか。
日時　　　月　　日（金）
　　　　　11 時～ 15 時
場所　安曇川公民館　視聴覚室
内容　11 時～　情報交換
　　　13 時～　講演　認知症につ
　　　いての話 ～ケアについて～
講師　京都地域包括ケア事業研究
　　　会人材・開発研究センター
　　　認知症看護認定看護師　
　　　　　　　　　西村　優子氏

「 高島あしたの体操」 取組紹介 第４弾

在
宅
医
療
の
出
前
講
座
も

行
っ
て
い
ま
す
。

・サロンや「あしたの体操」
をする等、行けるところが
あるので、生活に張りが出
てきます。

田村たま枝さん

10７


